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地盤

係数について

破壊的な大地震の周期はおおよそ6害3～夏抽験鍬の範囲

内にあり塞すが金井清氏は噛震動の卓越周期は

'工学的に問題になるMが6位よ眺大蓄い飽驚ぽついて

ぱ各土地で園有の値となりその億はその鍵盤の固有周

期とほぼ籍し～浸述べてい蜜す喧約餐年前に鶏生

した新潟飽麓ではむの地域の薫持地盤湯嶋もに砂層で

あったか花めは漢る構築物扱婆の意タト紀大密かった被害

情況は漢恕詞億紀新しいもの添勅り蜜す岳

砂の振動試験例をして父鰍⑳翰燥砂の揚含では周期

一定坐い簑隈憲条件下での運動性状は棚擦とともに序

女に沈下をしはじめ次篤は激しい沈下をなり表層近

辺は不安定状態を呈してきますがこのような限界状態

を越えてさら紀継続して加振すると砂層中に円弧状の

滑り面を生じこの面を鏡とする上下両層は相対還動を

行ない自由度の大きい表層蔀分は流動状態となるとい

う結果が得られています.また地震時の土の拳動を土

質試験的にみた場合厳密には振動中の試料に振動的な

カを加えるのが理想的ですがこのような複雑な試験例

はまだないようですので高遠時の土質の圧縮強慈の実

験例をみてみ凄すと粘性土の場合動的一軸1三軸試

験機による高遠圧縮強さは静的圧縮強さよりも大きく

しかも加圧が遼くなるに従って圧縮強さは増大し嘆す､

た芯しζのような圧縮強さと加圧時間の関係に対して

含水比の大小が非常ぽ大きな露響をおよぼし静的圧縮

強さに比べて高遠圧縮強さが増大する場合は含水兇淡

大きいほど大きいという事実が認められてい凄す古な

お砂に対しては静的な場含に比べて高遼の場合にや

や圧縮強度か増大する優向がみられる程度のよ雪です､

凄た振動時の直接セン断強度ぽっいてみてみ護すと関

東弼一ムは高い含水艶紀おいては加遼度とともにセン灘

強度ほ著しく滅少し粘土は振動の加遼度が増すと振

動時の強度は静的強度に比べて滅少するなぜのこと秘ら

か明かになっています.このようぽ振動時におげる支

持力とみられる動的支持カは流動化現象や勤荷璽の伝

達幣嘩など静的支持カとは性質を異ぽするためぽ離

的支持力から動的支持カを求めることは顕難であリ動

的支持力には振動性状によって生ずる土質性状の蛮1化か

複雑にからみあうものとみられ蜜す｡

比較的に微細な地質構造の振動性状を定常波法から解

析するには地盤の弾性をスプリングと粘性減衰から

小鯛柱一

なるモデルに置き換えた隈定条件のもとに解析する方法

と地盤を準無限弾性体として得る弾性理論解の2通り

の方法があるようで前者の方法にっいてさらに説窮し

ますとヱ質点王自由度のそデルを考えた場合起振機

(偏心した重錘の回転などによって連続的な振動を発生

(ただ

しM坪は鋼体の質量M｡はスプリングの質量で減衰

係数を無視した場合)の園有振動数を得るというもので

す一実際上はこれらの隈定条件苧種々検討し解決する

ことカ裏おもな研究課題です,ある限定条件における報

告例として

(玉)各土質の圏有擦動数

(II)沓土質の地盤係数(動的k値)

(孤)地耐カをの相関壕係

などカ童あり(狐)ではわずかな地耐力の増加にともなっ

て固有振動数は大幅に変化することが指摘されていま

す荊ここでの地盤係数とはスプリングの単位面積当

りの弾性係数のことでしばしばkで表わされ地盤の

弾性的性格を土中の内部要困を考えずに単なる地表面に

表われる弾性的な性格としてとりあげており離的載荷

試験から得られる静的没値&対比されますか静的蛙値

は載荷繭の大書さや載荷遼度に影響をうけ粘土など

ではをく1簑れが顕著であるという理南で静的皇値か

ら動的蛙値を全般的ぽ求めることは顕難であるともいわ

れており蛮す｡定常波の趨擬方向としては上下1水

平}ツキングの6成分が彰克られますがたとえば水

平動的飽盤係数を晦とすると水平動的k値の没なとは

塗パA雪恥とい多関係に彰り蜜す(ただしAは底面積).

中川恭次氏あ鴻一いンツ段は文鰍⑬ある限定条件下にお

いてそれぞれ固宥振動数と地盤との関係を付図申のよう

に理論的ぽ試算してい蜜す喧地盤係数の関数として

加遠度1試験体の底繭積1地盤の土質性状･試験体の底

繭積の離圧カなど秘挙げられ蜜す淋同一地盤1同一試

験体でも底面績増大(規かげの特性)や加遼度大(非

線型特性)の時は妓値は滅少するなどの理由により地

耐カと動的捻値の関係を求めようとする場合に測定条件

の違いによって動的炎値は変わってくるので普遍

性はっかみにくいようです｡弾性理論にもセン断係数･

ポァソン比1地盤の容績など地盤のファクタｰは入って�
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圏有振動数と地鑑係数との関係

きますが地盤のファクタｰを一定ぽ押えれば底面積

･底面圧などの固有振動数との関連は明らかにされます

のでこの方繭からの解決か急がれてい襲す圭

多くの工場は臨海部の沖積低地ぽ増設され発展してい

る現渕ζあり叢す淡これは当然機械類の基礎設置地盤

として軟弱な未園緕土層上に選ばれる結果となり凄す｡

機械を設置する場合に地盤と機械自体の園有振動数が

合致して共振を起こさないため紀も地盤の固有振動数

を知る必要があり漢す(一般ばは機械振動の欝響を少

なくするためぽ弾性支持をなした機械とその基礎か

らなる振動系の固有振動数を常用運転速度のi/蓄～葦/･程

度にするように設計されます)｡機械基礎を考える場合

は一般に振動数自体は地震動の揚含と比べてかなり

高いオｰダｰであり動的支持カを考克る場合と見方が

ちょうど反対にはなり漢すが理論は同じです｡

他方地下探査法として発展してきているところの衝

撃振動による屈折波法からはおもに各地層の弾性波速

度に関する研究か進められています｡硬岩における屈

折波の振動特性として地上あるいは地中の一点で地盤

に衝撃を与えると地盤紀驚動を起こしすべての方胸に

この震動は伝わり婁すかこの周期は普通の地震の場合

の何分の一あるいは何十分の一といった短いものでこ

のような短周期絶対しては弾性波は歪カの関数として

比例し弾性体としてとりあつかうことがで誉漢す.

この場合弾性理論から各係数閲の関係&してラｰメ常

数の件は鏑性率(n)と同じであり塞化多くの実験デｰタ

から鋼性率(皿)はおよそヤング率働の1ん～葦/准である

ことが解っています､しかし綴密でない未圃緕層では

ヤング率や鋼性率が一定しないので弾性理論をその漢

ま適用できなくなります｡弾性波には縦波と横波があ

り文献④などから縦波の速度は含水状態に霧響され

て変動したリ体積弾性率や間隙水の圧縮率と関係する

ので一様でない淋横波の速度は弛い地盤から締っ

た地盤に匁るに従い小から大に一蹴こ増加し比例的で

あり間隙水&は無関係で体積弾性率の大きさ形など

からき変る弾性によってきまるので土質の組成と速度

との関係は縦波の場合よりも単純でありしかもN値

に比例的であることは有利です.このように横渡の遠

の固有振動周期を測定することよりも二次的に伝播す

る地盤の表面波の速度または波1はる蚕を測定すること

の方が箆要であると述べておられ普通表面波振幅の距

離による減衰度が大書いところほど霧害度も大書いよう

です.各地盤の固有の振幅減衰率は(縦波速蜜)/(表

面波速度)&著しい関連があることそして表面波速度

は横波速度に近い償をもつことなどか判っていますが

一般に驚喜度は地盤の弾性的性質だけ紀依存するもの

ではなくて土質性状や地麗の性質をも関連してく蕃の

で含水率なぎの土質性状を加瞭して霧害をの相互関係

をきら紀検討していく必要があるように思われます割

(筆者は麻用地質部)
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